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1. はじめに 
1.1 飼鳥と外来種 
愛玩のための鳥の飼育は、古来より世界のさまざ

まな地域で行われてきた 1)〜3)。日本でも昔から鳥を
飼養して愛でる風習があり 3)〜5)、江戸時代には、庶
民の間でも食用等の実用ではない愛玩目的の鳥の飼
育がさかんに行われていた 6)。明治以降にはいわゆ
る洋鳥とよばれる外国原産の飼鳥が多く輸入・国内
繁殖されるようになり一般家庭でも手の届く愛玩動
物となっていった 3), 4)。一方、外国原産の愛玩動物の
野外への逸出は、自然の生態系に影響を及ぼす可能
性のある外来種の移入の原因の一つにもなっている
7), 8)。 
外来鳥類の中には、ワカケホンセイインコ、ガビ

チョウ、ハッカチョウ、ソウシチョウなど、愛玩用
に飼育されている飼鳥の籠抜（飼育個体の非意図的
な野外への逸出）や野外への投棄に由来すると考え
られている種類がある 9)〜11)。飼鳥由来と考えられる
外来鳥類の野外での初見は、昭和期（1920〜1980
年代）に多く報告されていることから 11)、この年代

に外来鳥類の定着の原因となるできごとが起こった
可能性が考えられた。 

 
1.2 大正・昭和初期の飼鳥雑誌 
外来鳥類定着の原因の解明のためには当時の愛玩

用の飼鳥の飼育実態を知ることが重要であるが、当
時飼鳥を飼育していた人々および飼鳥ビジネスに関
わっていた人々の高齢化・死去により、聞き取り調
査等が年々難しくなってきているのが現状である。
そこで、聞き取りに代わる方法として、当時の飼鳥
飼育の実態が記録された文献資料の調査を行った。
文献資料としては主に飼鳥に関係する雑誌（以下、
「飼鳥雑誌」とする）を対象とした。現在では、ソ
ーシャルネットワーキングサービス（SNS）の利用
等のインターネットを通じた情報収集が人々の間で
広まり雑誌の機能的代替物となりつつあり 12)、雑誌
の刊行数は減り続けている 13) 。しかし、大正後期・
昭和初期は、雑誌が情報伝達手段として重要な機能
を担っており 14)、そして、飼鳥雑誌も、鳥の飼養に
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関する知識・話題を得たり交換したりするための重
要な情報源として広く活用されていたと推測された。 

 
２．方法 
2.1 過去に出版された飼鳥雑誌の調査 
飼鳥雑誌等の限られた読者層の雑誌は公共図書館

等で長期に渡り保管されることが少ない。そのため、
まず飼鳥雑誌を所蔵している施設を調べ、可能な限
り飼鳥雑誌を閲覧して出版に関する情報を調査した。 

 
2.2 大正・昭和初期における外国原産鳥類の飼養 

1922年（大正11年）に 創刊された「趣味の飼鳥」
（飼鳥趣味社）について、登場する飼鳥の名称と出
現する頻度の変化を、各号の記事に登場する飼鳥名
を数えることにより調べた。1つの記事に同じ飼鳥
名が複数回出てきた場合には1回と数えた。日本で
飼養されていた外国原産鳥類の種類の把握が目的で
あるため、日本に輸入されたことのない外国の鳥類
の記事についてはカウントせず、日本の在来種につ
いては種としてカウントしたのち飼鳥の種類として
はすべて「和鳥」として扱った。鳥の種類は目まで
の分類を行ったが、スズメ目については多くの科に
分かれていることから科のレベルで分類した。さら
に、記事に頻繁に出現した種類について、年ごとの
出現数の変化を調べた。 

 
2.4 導入圧に関係するできごと 
飼鳥雑誌の記事から、外国原産鳥類の野外への導

入圧をもたらす出来事を抽出した。抽出した出来事
は、非意図的な飼鳥の籠抜、狩猟鳥を含む意図的な
放鳥、および、外国原産鳥類の逸出に関係する社会
情勢のカテゴリーに分類した。 
 

３．結果と考察 
3.1 大正・昭和初期の飼鳥雑誌 
大正・昭和期には、少なくとも45種類以上の飼鳥

雑誌が発行されていた。1921 年（大正10年）に創
刊した「かひどり」が最も古い飼鳥雑誌と思われる。 

1927年は、最も多くの飼鳥雑誌が刊行され、少な
くとも17種類の飼鳥雑誌が存在していた年であっ
た。しかし、同年は、銀行の取付け騒ぎ、最大手総
合商社の経営破綻等などが次々発生した、いわゆる
昭和金融恐慌が始まった年でもあった。さらに不安
定な日本経済が続く中、4年後の1931年には、飼鳥
雑誌はわずか7誌にまで減少している。一方で、こ
の時期には飼鳥雑誌の創刊も相次いだ。特に1927
〜1930年（昭和2〜5年）は、飼鳥雑誌の出版ブー
ムとも言えるほど次々に飼鳥雑誌が刊行された。し
かし、その多くは続かずに1〜 3年の間に刊行が確
認できなくなっている。 
太平洋戦争直前期の1930年代後期になると、飼

鳥雑誌はわずか３誌のみになった。さらに太平洋戦
争後半期になるとこの３誌も発行されなくなり、太
平洋戦争後期には飼鳥雑誌の発行が確認できなくな
った。 
太平洋戦争終戦2年後の1947年、「鳥獣時事新

聞」が創刊された。その後、1950年代後半から1960
年代前半にかけて、再び複数の飼鳥雑誌が創刊され
るようになり、1960年には飼鳥雑誌は5誌となった
が、1965年にはこのうちの4誌が消え「鳥獣時事新
聞」1誌が残るだけとなった。 

 
3.2 大正・昭和期の日本の飼鳥 
外国原産の鳥類の飼養は241種類、日本の在来種

と考えられる鳥類の飼養は140種が確認された。特
に、オウム目と、スズメ目のカエデチョウ科 とハタ
オリドリ科、キジ目およびハト目の種類が多かった。
最も多かったのはオウム目（インコ科とオウム科を
含んでいる）で、当時さまざまな種類のインコ・オ
ウムが輸入され、また人気も高かったことがわかる。
スズメ目のカエデチョウ科とハタオリドリ科は、鮮
やかな色や飾羽などが美しい種類が多くまた小型で
あるために、観賞用として人気があった。キジ目も
キンケイ、ギンケイ、ハッカンなどをはじめとして
さまざまな種類が記事に登場した。 

 



 3 

3.3 導入圧に関係するできごと 
飼鳥雑誌が扱う記事は、飼鳥の飼育や繁殖に関す

る技術的な情報や飼鳥の値段の動向を載せているこ
とが多く、籠抜に関する情報は、本編ではなく雑談
的なコラムやこぼれ話的な記事に登場することが殆
どであった。 
しかし、1928年に飼鳥の国内での生産が過剰とな

ると、飼鳥を野外に多数放しているという本格的な
記事が登場しはじめた。そして同年と翌年の「鳥獣
報告集」15) には野外での飼鳥の目撃情報も寄せられ
ている。また、太平洋戦争後、日本経済が回復し再
び複数の飼鳥雑誌が刊行されるようになり飼鳥を飼
うことが再び一般的になってきた1952年の「鳥獣
時事新聞」では、当時の輸出向けカナリア飼育ブー
ムによるカナリアの生産過剰を憂う記事として、大
正・昭和初期の飼鳥ブームの時に多くの飼鳥が野外
に放されたことについて触れている。 

1954年と1955年には、商業施設に飼鳥を放して
来場者に生け捕りにさせるというイベントの記事の
掲載があった。来場者によって捕獲されなかった残
りの鳥が回収されたかどうかはさだかではないが、
当時はまだ外国原産の鳥類が野外へ逸出することに
対する警戒感はあまりなかったようである。さらに、
このような飼鳥の生け捕りイベントや、1957年の飼
鳥の生体を菓子の景品にしていたことが分かる記事
からは、当時の飼鳥の適正飼育に関する知識が未発
達であったことが窺われる。 

 
４．おわりに 
 1927年の昭和金融恐慌の直前には、投機的な飼鳥
の大ブームがあったことが確認された。そして、飼
鳥の値段が暴落した時、多くの飼鳥が野外へと放さ
れた。ベニスズメ、ブンチョウ、ギンパラ、ヘキチ
ョウなどは、大量に野外放鳥されていた時は、野外
で群れになって暮らしているという多くの目撃情報
があった。しかし、現在ではこれらの鳥は野外での
繁殖が確認されなくなっている 16)。今回の調査で抽
出できた野外での目撃情報は、品種改良を重ねたセ

キセイインコ、カナリア、ジュウシマツという飼育
下で品種改良を重ねた飼鳥であるため野外での生存
は難しく、移出個体が一時的に目撃されても完全に
定着することは難しかったのではないかと考えられ
る 17)。しかし、外来種の定着には導入量の多さと頻
度が非常に重要であるため 8), 18)、飼鳥の野外投棄は
外来種移入防止の観点からも非常に警戒すべきであ
る。 
 1928年に飼鳥の野外への大規模な逸出が生じた
背景には、飼鳥の飼育という行為が愛玩動物を愛で
るという行為から逸脱して投機の対象となっていた
という背景があった。大正・昭和初期の飼鳥の大ブ
ーム時には、飼育技術に関する当時の最新の情報を
仕入れながら愛情を持って飼鳥の適正飼育の模索を
続ける人々がいる一方で、少しの投資で確実に儲け
られると聞いて投機心から青いセキセイインコや梵
天（頭部の羽毛が巻毛になった品種）のジュウシマ
ツに夢中になった人々もいたのである。太平洋戦争
後の1950年代頃からのカナリア輸出をはじめとす
る輸出向け飼鳥繁殖への期待も、結局は似たような
構図となっていった。外貨を獲得するための飼鳥輸
出に向けてカナリア繁殖が奨励されたが、結局は思
うような買値を提示されず財を失う者もおり 19) 値
のつかないカナリアや雌のカナリアの行先にも問題
が生じていた。 
 このように、人々の投機心と飼鳥の飼育が結びつ
くことは、動物の福祉を大きく損ない、大量の飼鳥
の野外への逸出を引き起こす可能性がある。これは
飼鳥のみならず他の愛玩用に飼育される生物につい
ても同じことが言える。飼育動物の終生飼育の観点
と外来種移入防止の観点からも、投機目的の飼育・
繁殖は絶対に避けなければならない。 
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